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Abstract 
These studies were made on the transfer rate of oxygen into sodium sulphite solution in 
the presence of Cu+ート or Co→+ catalyst in the horizontal stirred vessel. 
Aparatus used were cylindrical vessels， sized 15.0 cm in diameter， agitated by turbin type 
impellers. 
Results obtained were as follows: 
1) In the state Al' in which the liquid is splashed violently by the impeller in the vessel， 
the effective interfacial area is obtained to be linear with Froudo No. 
















亜硫酸ソーダ水溶液(初濃度0.1moljs) 純酸素系であって， Cu++イオン(10-4mol CUS04/め
を触媒として液相の物質移動が律速となるような条件下で、液相物質移動容量係数 kLaを求め，
また， Co++イオン (10-4mol CoC12/s)を触媒として，反応律速で液相物質移動係数位が計算































































f1pとOの関係 (Cu'ι 触媒)第2図圧力 Jpと操作時間 θの関係の一例を示し
た。 Co+↓イオン触媒の場合は Cu寸斗イオン触媒の場合と異なり，槽内圧力の変化速度は操作時
吸収速度は亜硫酸ソーダ、濃度に依存することとなる。第4図はしたがって，間と共に減少し，
前項 III.1に準じてへンリ 定数万=7.80x105 atm・cm3/mol02として，第3[ま|の関係から，




































































の γがFキf と近似出来る条件 (s>3)を各データについて確認した。 ここで長は反応速度定
数，Dfは吸収液iやの酸素の拡散係数である。
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八件 〔ー〕
第 6図 ι と lVB:，の相関 (ε=0.3~0.7)
B状態のデータは， $=0.6のみであり，液量:率の影響は明らかでないが，その流動状態





注1. 本実験のレイノノレズ数とフノレー l数の範閣は，_i\TReニ 4X104~7xl05， λ11<'，.=0.07-20 である。
































第7図 KG と lÝFr の相関 (ε =0.3~0.7)
加藤8)らは，気液流動層の総括物質移動容量係数を亜硫酸ソー夕、一空気系について求め，
気泡の大きさにかかわらず KGキ9X 104 kg.mol/m2.hr.atm=2.5x 10 8 mol/cm2・sec'atmとな
ると報告しており，本実験で得られた KGと同じオーダーを示している。
IV. 結 且ー= 1=> 
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